
今
回
可
決
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
平
成
25
年
度
土
浦
市
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
千
918
万
４
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
525
億
３
千
285
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
乙
戸
沼
公

園
整
備
事
業
及
び
水
郷
プ
ー
ル
再

整
備
事
業
に
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
の
計
上
を
は
じ
め
、
消
費
者

行
政
活
性
化
基
金
事
業
費
や
安
心

こ
ど
も
支
援
事
業
費
補
助
金
の
計

上
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
市
内
の

空
き
家
等
の
状
況
把
握
を
図
る
た

め
の
デ
ー
タ
作
成
業
務
委
託
料
を

は
じ
め
、
農
業
団
体
が
開
発
し
た

新
商
品
の
販
路
拡
大
支
援
や
消
防

救
急
無
線
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
費
負
担
金
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
・
制

定
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
財

産
の
取
得
や
市
道
の
路
線
の
認

定
・
変
更
・
廃
止
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
及
び
「
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
土
浦
市
歳
入
歳
出

決
算
と
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
閉
会
中
に
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
と
し

て
、
土
浦
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◆
土
浦
市
監
査
委
員

福
田　

一
夫

◆
決
算
特
別
委
員
会

委

員

長　
　

竹
内　
　

裕

副
委
員
長　
　

篠
塚　

昌
毅

委　
　

員　
　

平
石　

勝
司

〃
　
　
　

白
戸　

優
子

〃
　
　
　

鈴
木　

一
彦

〃
　
　
　

荒
井　
　

武

〃
　
　
　

中
川　

敬
一

〃
　
　
　

久
松　
　

猛

◆
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

　
見
書

教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る

た
め
、
次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

一　

き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
の

　

た
め
に
少
人
数
学
級
を
推
進
す

　

る
こ
と

二　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

　

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
そ

　

の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費
国

　

庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と

三　

東
日
本
大
震
災
等
に
お
け
る

　

教
育
復
興
の
た
め
の
予
算
措
置

　

を
継
続
し
て
行
う
こ
と

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
内

閣
官
房
長
官
・
文
部
科
学
大
臣
・

財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
】

◆
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求

　
め
る
意
見
書

一　

地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る

　

一
般
財
源
総
額
の
確
保
に
つ
い
て

㈠　

地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
社

　

会
保
障
関
係
費
の
増
な
ど
地
方

　

の
財
政
需
要
を
、
地
方
財
政
計

　

画
に
的
確
に
反
映
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
一
般
財
源
総
額
を
確
保

　

す
る
こ
と

㈡　

特
に
地
方
の
固
有
財
源
で
あ

　

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

　

本
来
の
役
割
で
あ
る
財
源
保
障

　

機
能
・
財
源
調
整
機
能
が
適
切

　

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
増
額
す
る

　

こ
と

㈢　

財
源
不
足
額
に
つ
い
て
は
、

　

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
等
に

　

よ
る
こ
と
な
く
、
地
方
交
付
税

　

の
法
定
率
の
引
上
げ
に
よ
り
対

　

応
す
る
こ
と

㈣　

依
然
と
し
て
厳
し
い
地
域
経

　

済
を
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

　

る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
計
画

　

に
お
け
る
歳
出
特
別
枠
を
維
持

　

す
る
こ
と

㈤　

地
方
公
務
員
給
与
の
引
下
げ 

　

を
前
提
と
し
て
、
平
成
25
年
度 

　

の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
た 

　

が
、
地
方
の
固
有
財
源
で
あ 

　

る
地
方
交
付
税
を
国
の
政
策
誘 

　

導
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と 

　

は
、
避
け
る
こ
と

二　

地
方
税
源
の
充
実
確
保
等
に

　

つ
い
て

㈠　

地
方
が
担
う
事
務
と
責
任
に

　

見
合
う
税
財
源
配
分
を
基
本
と

　

し
、
当
面
、
国
と
地
方
の
税
源

　

配
分
を
「
５
対
５
」
と
す
る
こ
と

㈡　

個
人
住
民
税
は
、
そ
の
充
実

　

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、「
地

　

域
社
会
の
会
費
」
と
い
う
基
本

　

的
な
性
格
を
踏
ま
え
、
政
策
的

　

な
税
額
控
除
を
導
入
し
な
い
こ
と

㈢　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の

　

基
幹
税
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

そ
の
安
定
的
確
保
を
図
る
こ
と

　
　

特
に
償
却
資
産
の
根
幹
を
な

　

し
て
い
る
「
機
械
及
び
装
置
」

　

に
対
す
る
課
税
等
に
つ
い
て 

　

は
、
現
行
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と

㈣　

自
動
車
重
量
税
及
び
自
動
車

　

取
得
税
は
、
代
替
財
源
を
示
さ

　

な
い
限
り
、
市
町
村
へ
の
財
源

　

配
分
の
仕
組
み
を
含
め
現
行
制

　

度
を
堅
持
す
る
こ
と

㈤　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
ゴ
ル

　

フ
場
所
在
の
市
町
村
に
と
っ
て

　

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ

　

と
か
ら
、
現
行
制
度
を
堅
持
す

　

る
こ
と

㈥　

地
球
温
暖
化
対
策
に
お
い
て

　

地
方
自
治
体
が
果
た
し
て
い
る

　

役
割
を
踏
ま
え
、
地
球
温
暖
化

　

対
策
譲
与
税
を
新
た
に
創
設
す

　

る
な
ど
、
地
方
税
財
源
を
確
保

　

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
総

務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
内
閣
官
房

長
官
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
経

済
財
政
政
策
）】

全
議
案
原
案
可
決

次回定例会の日程は、12月３日～ 12月 17日（一般質問は ９日・10日・11日）の予定です。

【
議
会
メ
モ
】

議
案
は
市
長
と
議
員
が
提

出
で
き
ま
す
が
、
修
正
案
の
提

出
は
議
員
の
み
に
認
め
ら
れ

た
権
限
で
す
。

議
案
を
審
査
し
た
結
果
、
委

員
会
や
本
会
議
で
修
正
案
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団

体
の
公
益
に
関
し
て
、
議
会
の

意
思
を
ま
と
め
、
地
方
自
治
法

第
99
条
に
基
づ
き
、
国
会
又
は

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の

で
す
。
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